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本業務は、一般国道339号と一級河川飯詰川の交差部に架橋されている『新⾧富橋』の橋梁架替修正設計と道路詳細設計及び軟
弱地盤解析を実施したものである。基準改定による修正設計に加え過年度設計で課題となっていた次の点についても検討した。①
冬期の走行安全性向上。②軟弱地盤対策によるコスト及び工程の圧迫。③既設杭と新設杭の干渉リスク。
①では低桁高構造による特殊橋梁を採用し(図-1)、盛土高さを最大で約1.3m下げることで縦断勾配4％に緩和し冬期走行安全性

の向上を図っている(図-2)。ただし、この構造では橋梁端部の維持管理が困難となる課題もあったため、実寸模型で桁端部の構造
を再現し塗装塗替え作業を実演し、発注者立ち合いのもと維持管理スペースを最適化している(図-3、写真-1)。②では、①により
盛土高さを大幅に低くした副次的効果に加え、新たな地質調査箇所を追加することで解析精度を向上させ、大幅なコスト削減と約
1年の工期短縮を実現している(図-4)。③では既設杭の切断が可能な全周回転の場所打ち杭を採用し、杭間隔への柔軟な対応余地も
確保することで、現場条件に適した施工を可能にするなど様々な提案がされている。よって、本業務は「特筆すべき技術提案が
あったもの」に該当することから、青森県県土整備部優良建設関連業務に推薦するものである。
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橋梁詳細設計 N=1式 仮設構造物設計N=1式
地質調査 N=1式 軟弱地盤解析N=1式

36,498,000円

87点

佐々木 功雄

坂上 理紗子

青森県西北県土整備事務所

工藤 寛之

CL

600 9500 600

10700

12
0
0

10700

600 9500 600

17
00

前 回 設 計 今 回 設 計

CL

m
ax

13
00

現計画縦断

60 63
7 87
6 1
04

0

3
24

1
23

3 1
30

0

1
28

6

12
63

1
23

4

11
97

1
1
52

10
63

8
1
7

43
8

1
50

12

VCL = 115 m
VCR = 1440 m

VCL = 90 m
VCR = 2440 m

橋長 L=41.800m

HWL 8.259
桁下高▽8.859

VCL = 60 m
VCR = 1400 m

12
48

修正案計画縦断
i=5

.00
% i=5.00%

i=4
.00

%
i=4.00%

図-2 前回設計との縦断重ね図

図-1 前回設計との上部工形式断面
図-4 追加調査前後での地盤改良断面比較

図-3 桁端模式断面

写真-1 受発注者合同での確認 図-5 CIMデータ
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施工時の3Dや走行シミュレーションを作成し、情報共有を図った。
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このたびは、「西北県土整備事務所⾧表彰」の栄誉を賜り、誠にあり
がとうございます。ご指導を賜りました西北県土整備事務所の調査職員
並びに関係職員の皆様に心より感謝申し上げます。
本業務は、過年度設計の課題であった①冬季走行安全性向上、②コス

ト削減と工期短縮に配慮した軟弱地盤対策、③既設杭を考慮した杭配置
計画について、調査職員にもアドバイスを頂きながら課題解決に努めた
業務です。
本日の表彰を糧に、今後も技術力・品質向上に努め「安全安心で活力

ある地域社会づくり」の一助となれるように今後も努力して参ります。
引き続きのご指導ご鞭撻を賜ります様宜しくお願い申し上げます。


